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令和５年６月７日 

国土交通省関東地方整備局 

千葉国道事務所 

千 葉 県 

千 葉 市 

 

「大災害から学ぶ千葉のインフラのあり方」をテーマに 

シンポジウムを開催します 

～来るべき首都直下地震への備えを皆様に訴えます～ 

 

 今年は、1923 年 9 月 1 日に発生した関東大震災から 100 年を迎える節目の年であるため、

関東地方整備局では、関係機関と連携し、各地域でリレーシンポジウム等の取り組みを実施

しています。 

今般、国土交通省関東地方整備局千葉国道事務所、千葉県及び千葉市は、地域の課題や取

組を踏まえた防災力の向上を目指し、シンポジウムを共催で開催します。 

 

 

１．日 時 ：令和５年６月２６日（月）９時３０分～１１時４５分（予定） 

２．会 場 ：千葉市役所１階 正庁（千葉市中央区千葉港１番１号） 

３．内 容 ：基調講演、パネルディスカッション 

４．参加方法：詳細については、別紙をご覧ください。 

会場参加（事前申込み）           ２００名（先着）  

オンライン参加（事前申込み）        ５００名程度   

５．その他 ：取材を希望される報道機関の方は、６月 23 日（金）までに 

下記へご連絡をお願い致します。 

 

＜発表記者クラブ＞ 竹芝記者クラブ 神奈川建設記者会 千葉県政記者会 千葉市政記者会 

          千葉民間放送テレビ記者クラブ 

＜問い合わせ先＞  

国土交通省 関東地方整備局 千葉国道事務所 

電話：０４３－２８７－０３１１（代表） メールアドレス：ktr-794-jouhou@gxb.mlit.go.jp 

副所長    茅根 壮一（ちのね そういち） （内線：２０５） 

防災情報課長 原田 勝敏（はらだ かつとし） （内線：２８１） 

 

『リレーシンポジウム千葉』 
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（参考）関東地方整備局の関東大震災 100 年の取り組み「連携・実践・わがこと化」について 

 

首都直下地震に切迫性が指摘されるなか、今年は関東大震災 100 年にあたります。 

首都直下地震で大きな被害が発生する地域を所管し、自らも道路、港湾、河川等のインフラを

管理する関東地方整備局として、地域全体での対応力を強化するため、関係機関との連携を強化

し、より実践的な応急対応を目指して訓練を行うとともに、それぞれが主体的に対応することの

必要性・重要性を広く関東地域にお住まいの皆さんや関係する方々に訴えることを目的に、一連

の取組を実施していきます。 

 

１．リレーシンポジウム ～関係機関が連携し、各地域で開催～ 

   1 月 16 日（月） 東京都（実施済） 

6 月 26 日（月） 千葉県 

  7 月 10 日（月） 埼玉県 

  7 月 21 日（金） 山梨県 

  7 月 27 日（木） 栃木県、神奈川県 

  7 月 28 日（金） 茨城県 

  8 月 17 日（木） 群馬県 

（パネル展） 

  7 月 26 日（水）～7 月 27 日（木） 長野県（会場１） 

7 月 29 日（土）～7 月 30 日（日） 長野県（会場２） 

 

２．関東大震災１００年シンポジウム～フィナーレとして～ 

  ８月 28 日（月） 主催：国土交通省 

  ８月 26 日（土）～8 月 28 日（月） 関東大震災特別企画展 

 

３．首都直下地震対応訓練 ～実践的な訓練を実施～ 

  ８月 道路啓開訓練、緊急支援物資水上輸送訓練 等 

 

４．関東大震災ゆかりの地を巡るツアー ～切迫する首都直下地震をわがことととらえる～ 

  ７月 22 日（土）、23 日（日） 国土交通省、国土地理院 

 

 

 「関東大震災 100 年の取組」の詳細はこちらから         

  https://www.ktr.mlit.go.jp/bousai/index00000005.html     

 

 

  千葉国道事務所 ホームページ https://www.ktr.mlit.go.jp/chiba/   

          Twitter 情報  https://twitter.com/mlit_chibakoku  



上記写真3点の出典：気象庁ホームページ
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『連携・実践・わがこと化』

千葉の情報

災害で折れ曲がった電柱（左）と自衛隊による給水（鋸南町）

津波発生時に備え、高台への避難訓練（勝浦市）

液状化でマンホールが飛び出した道路（船橋市）
め
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関東大震災で家屋が倒壊した当時の館山市内（左：旧北条町　右：旧那古町）



【千葉県】大災害から学ぶ千葉のインフラのあり方～来るべき首都直下地震への備え～
日　    程  ６月２６日（月）9:30 開会（9:00 開場）
場　    所  千葉市役所１階　正庁
参加方法  

▶基調講演

関東大震災から100年「連携・実践・わがこと化」リレーシンポジウム（千葉県）

「千葉県の地震を考えるーインフラ・ライフラインへの影響」

ご来場される場合は公共交通機関をご利用ください。

右の QRコード又はURLより申し込みください
　　　 （会場で参加 orWEB視聴よりお選びいただけます）
    　　 参加 URL　https://www.chibanippo.co.jp/_event/sympo

【専門分野 】
リアルタイム地震工学（外乱下の車両走行安定性，

高速道路網の地震被害予測と緊急対応，地震後の道路

交通流シミュレーション、空中写真測量技術を用いた

地震被害の分析）、都市防災

令和４年度  千葉県防災会議委員

 9:00  開場
 9:30  開催挨拶
        千葉県知事（ビデオメッセージ）
        千葉市長
        関東地方整備局長
  9:45  基調講演
          ( 休憩 )
 10:45  パネルディスカッション
11:45  終了

当日スケジュール

千葉大学大学院工学研究院
教授、博士（工学）

丸山　喜久氏（まるやま よしひさ）

▶パネルディスカッション
   『災害に対する、県内行政・企業が行う「連携」「実践」「わがこと化」を学び・知る』
【コーディネーター】　丸山教授
【パネリスト】　

公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会
常勤理事 JILS 総合研究所 所長

北條　英氏

日本通運株式会社　千葉支店長

松原　仁志氏

国土交通省関東地方整備局長

廣瀬　昌由氏

関東地方整備局  千葉国道事務所主催：
共催：千葉県   千葉市

問い合わせ：千葉国道事務所（防災情報課）TEL.043-287-0311( 代表 )
協力：一般社団法人千葉県建設業協会


